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河
野
武
司
教
授
略
歴

一
九
五
八
年
一
〇
月	
広
島
県
広
島
市
に
生
ま
れ
る

学
　
歴

一
九
七
七
年　

三
月	

広
島
県
私
立
修
道
高
等
学
校
卒
業

一
九
八
一
年　

三
月	

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

一
九
八
三
年　

三
月	

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

一
九
八
六
年　

三
月	

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

職
　
歴

本
　
務

一
九
八
四
年　

四
月	

杏
林
大
学
社
会
科
学
部
助
手

一
九
八
八
年　

四
月	

杏
林
大
学
社
会
科
学
部
専
任
講
師

一
九
九
二
年　

四
月	

杏
林
大
学
社
会
科
学
部
助
教
授

二
〇
〇
〇
年　

四
月	

杏
林
大
学
社
会
科
学
部
教
授

二
〇
〇
二
年　

四
月	

杏
林
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
（
社
会
科
学
部
か
ら
名
称
変
更
）
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二
〇
〇
四
年　

四
月	

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

非
常
勤

一
九
八
九
年　

四
月
～
一
九
九
一
年　

三
月	

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部

一
九
九
一
年　

四
月
～
二
〇
〇
二
年　

三
月	

東
海
大
学
文
学
部

一
九
九
二
年　

四
月
～
一
九
九
七
年　

三
月	

東
海
大
学
政
治
経
済
学
部

一
九
九
二
年　

四
月
～
一
九
九
三
年　

三
月	

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部

一
九
九
三
年　

四
月
～
二
〇
〇
九
年　

三
月	

拓
殖
大
学
政
治
経
済
学
部

一
九
九
三
年　

四
月
～
一
九
九
五
年　

三
月	

明
治
学
院
大
学
法
学
部

一
九
九
四
年　

四
月
～
一
九
九
六
年　

三
月	

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部

一
九
九
五
年　

四
月
～
一
九
九
七
年　

三
月	

桐
蔭
横
浜
大
学
法
学
部

一
九
九
六
年　

四
月
～
二
〇
〇
四
年　

三
月	

慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部

一
九
九
六
年　

四
月
～
一
九
九
八
年　

三
月	
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部

一
九
九
七
年　

四
月
～
一
九
九
八
年　

三
月	
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

一
九
九
七
年
一
〇
月
～
二
〇
〇
三
年　

九
月	

東
海
大
学
政
治
経
済
学
部

一
九
九
七
年　

四
月
～
二
〇
〇
四
年　

三
月	

中
央
大
学
法
学
部

一
九
九
八
年　

四
月
～
二
〇
〇
〇
年　

三
月	

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部

二
〇
〇
〇
年　

四
月
～
現
在
に
至
る	

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
国
際
社
会
学
部

二
〇
〇
一
年　

四
月
～
二
〇
〇
四
年　

三
月	

日
本
大
学
法
学
部

二
〇
〇
二
年　

四
月
～
二
〇
〇
三
年　

三
月	

東
海
大
学
大
学
院
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義
塾
で
の
主
な
役
職
等

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
～
二
〇
〇
七
年　

九
月	

通
信
教
育
学
生
部
副
部
長

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
～
二
〇
〇
九
年　

九
月	

通
信
教
育
部
副
部
長

二
〇
一
一
年　

四
月
～
二
〇
一
三
年　

三
月	

市
民
社
会
ガ
バ
ナ
ン
ス
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

二
〇
一
一
年
一
〇
月
～
二
〇
一
五
年　

九
月	

通
信
教
育
部
副
部
長

二
〇
一
五
年
一
〇
月
～
二
〇
一
六
年　

三
月	

教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
副
所
長

二
〇
一
六
年　

四
月
～
二
〇
二
〇
年　

九
月	

教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
所
長

塾
以
外
で
の
主
な
役
職
等

学
会
関
連

一
九
九
六
年　

五
月
～
二
〇
一
〇
年　

五
月	

日
本
選
挙
学
会
理
事

一
九
九
六
年　

六
月
～
二
〇
〇
四
年　

五
月	
日
本
選
挙
学
会
事
務
局
長

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
～
二
〇
〇
八
年
一
〇
月	
日
本
政
治
学
会
常
務
理
事

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
～
二
〇
一
七
年
一
〇
月	

日
本
政
治
学
会
理
事

二
〇
一
三
年　

四
月
～
二
〇
二
三
年　

三
月	

公
共
選
択
学
会
理
事

二
〇
一
六
年　

五
月
～
二
〇
一
八
年　

五
月	

日
本
選
挙
学
会
理
事
長

社
会
関
連

一
九
九
一
年　

四
月
～
現
在	

日
本
政
治
総
合
研
究
所
運
営
委
員
・
理
事

一
九
九
七
年　

四
月
～
一
九
九
八
年　

三
月	

東
京
都
投
票
率
向
上
研
究
会
副
座
長

二
〇
〇
一
年
一
〇
月
～
二
〇
〇
二
年　

三
月	

神
奈
川
県
選
挙
啓
発
委
員
会
座
長
代
理
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二
〇
〇
八
年　

四
月
～
二
〇
一
一
年　

三
月	

東
京
電
力
原
子
力
安
全
・
品
質
保
証
会
議
委
員

二
〇
一
一
年　

四
月
～
二
〇
一
二
年　

六
月	

東
京
電
力
原
子
力
安
全
・
品
質
保
証
会
議
事
故
調
査
検
証
委
員
会
委
員

二
〇
一
四
年
一
〇
月
～
二
〇
一
七
年　

九
月	

日
本
学
術
会
議
第
二
三
期
連
携
会
員

二
〇
一
七
年
一
〇
月
～
二
〇
二
〇
年　

九
月	

日
本
学
術
会
議
第
二
四
期
連
携
会
員

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
～
二
〇
二
三
年　

九
月	

日
本
学
術
会
議
第
二
五
期
連
携
会
員

二
〇
二
三
年
一
〇
月
～
現
在	

日
本
学
術
会
議
第
二
六
期
連
携
会
員
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河
野
武
司
教
授
主
要
業
績

一
．
単
行
本

『
情
報
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』�

（
学
陽
書
房
、
共
著
、
一
九
八
三
年
）

『
危
機
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』�

（
学
陽
書
房
、
共
著
、
一
九
八
五
年
）

『
投
票
行
動
と
政
治
意
識
』�

（
慶
應
通
信
、
共
著
、
一
九
八
六
年
）

『
世
界
の
政
治
シ
ス
テ
ム
―
比
較
政
治
分
析
か
ら
の
接
近
―
』�

（
芦
書
房
、
共
著
、
一
九
八
七
年
）

『
政
策
決
定
の
理
論
』�

（
東
海
大
学
出
版
会
、
共
著
、
一
九
九
〇
年
）

『
政
治
過
程
の
計
量
分
析
』�

（
芦
書
房
、
共
著
、
一
九
九
一
年
）

『
国
家
の
解
剖
学
―
政
治
学
の
基
礎
認
識
―
』�

（
日
本
評
論
社
、
共
著
、
一
九
九
四
年
）

『
選
挙
と
投
票
行
動
の
理
論
』�

（
東
海
大
学
出
版
会
、
共
著
、
一
九
九
七
年
）

『
現
代
の
政
治
学
Ⅰ
―
日
本
の
選
挙
と
政
党
政
治
―
』�

（
北
樹
出
版
、
共
著
、
一
九
九
七
年
）

『
現
代
の
政
治
学
Ⅱ
―
日
本
の
公
共
政
策
と
中
央
地
方
関
係
―
』�

（
北
樹
出
版
、
共
著
、
一
九
九
八
年
）

『
九
〇
年
代
初
頭
の
政
治
潮
流
と
選
挙
』�

（
新
評
論
、
共
編
著
、
一
九
九
八
年
）

『
国
家
の
ゆ
く
へ
―
二
一
世
紀
の
座
標
軸
―
』�

（
芦
書
房
、
共
著
、
二
〇
〇
一
年
）

『
選
挙
制
度
と
政
党
』�

（
信
山
社
、
共
著
、
二
〇
〇
三
年
）
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『
利
益
誘
導
政
治
―
国
際
比
較
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
―
』�

（
芦
書
房
、
共
編
著
、
二
〇
〇
四
年
）

『
日
本
に
お
け
る
有
権
者
意
識
の
動
態
』�

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
共
著
、
二
〇
〇
五
年
）

『
政
治
改
革
と
シ
ヴ
ィ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
』�

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
共
編
著
、
二
〇
〇
六
年
）

『
新
訂　

政
治
学
入
門
』�

（
放
送
大
学
振
興
会
、
共
著
、
二
〇
〇
七
年
）

『
ニ
ュ
ー
ス
報
道
と
市
民
の
対
外
国
意
識
』�

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
共
編
著
、
二
〇
〇
八
年
）

『
慶
應
の
政
治
学　

政
治
・
社
会
』�

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
共
著
、
二
〇
〇
八
年
）

Building D
em

ocracies: U
kraine and Japan: Japan

’s D
em

ocratization A
ssistance to U

kraine in 2015
�

（Phoenix, co-author, 2016

）

『
公
共
選
択
論
』�

（
勁
草
書
房
、
共
著
、
二
〇
二
二
年
）

二
．
学
術
論
文

「
利
益
集
団
の
影
響
力
に
関
す
る
数
理
政
治
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
―
生
産
者
対
消
費
者
―
」

�
（『
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
』
昭
和
五
六
年
度
、
一
九
八
二
年
）

「
テ
レ
ビ
に
お
け
る
内
容
分
析
の
系
譜
と
手
法
」�

（『
慶
應
義
塾
大
学
新
聞
研
究
所
年
報
』N

o.19

、
一
九
八
二
年
）

「
情
報
へ
の
選
択
的
接
触
―
研
究
の
現
状
と
展
望
―
」�（『
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
』
昭
和
五
七
年
度
、
一
九
八
三
年
）

「
日
本
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
分
析
―
政
治
報
道
を
中
心
に
―
」

�

（『
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
』
昭
和
五
八
年
度
、
一
九
八
四
年
）

「
利
益
の
組
織
化
に
関
す
る
理
論
と
そ
の
論
理
―
政
治
的
企
業
家
論
を
中
心
に
―
」

�
（『
杏
林
社
会
科
学
研
究
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
八
四
年
）

「
テ
レ
ビ
報
道
の
質
的
内
容
分
析
―
政
府
・
自
民
党
と
の
関
連
で
―
」�

（『
杏
林
社
会
科
学
研
究
』
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
八
五
年
）
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「
衆
参
同
日
選
挙
と
投
票
行
動
―
八
王
子
市
民
の
政
治
意
識
調
査
か
ら
―
」�

（『
杏
林
社
会
科
学
研
究
』
第
四
巻
第
一
号
、
一
九
八
七
年
）

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
プ
レ
ス
の
自
由
―
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
民
主
主
義
―
」

�

（『
杏
林
社
会
科
学
研
究
』
第
七
巻
特
別
号
、
一
九
九
〇
年
）

「
国
内
新
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
サ
ー
ビ
ス
と
内
容
分
析
―
Ｐ
Ｋ
Ｏ
報
道
を
事
例
と
し
て
―
」

�

（『
杏
林
社
会
科
学
研
究
』
第
九
巻
第
二
号
、
一
九
九
三
年
）

「
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
の
分
析
―
政
権
交
代
へ
の
序
曲
―
」�

（『
選
挙
研
究
』
第
九
号
、
一
九
九
四
年
）

「
公
共
選
択
論
に
お
け
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
分
析
―
Ｇ
・
タ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
―
」

�

（『
杏
林
社
会
科
学
研
究
』
第
一
一
巻
第
二
号
、
一
九
九
五
年
）

「
政
治
学
と
合
理
的
選
択
ア
プ
ロ
ー
チ
―
批
判
と
応
答
―
」�

（『
杏
林
社
会
科
学
研
究
』
第
一
二
巻
第
一
号
、
一
九
九
六
年
）

「
現
代
日
本
に
お
け
る
市
民
の
政
治
的
情
報
保
有
の
実
態
と
投
票
行
動
」

�

（『
杏
林
社
会
科
学
研
究
』
第
一
三
巻
第
一
・
二
合
併
号
、
一
九
九
七
年
）

「
第
四
〇
回
及
び
四
一
回
総
選
挙
に
関
す
る
テ
レ
ビ
報
道
の
比
較
内
容
分
析
」�

（『
選
挙
研
究
』
第
一
三
号
、
一
九
九
八
年
）

「
情
報
の
非
対
称
性
と
投
票
行
動
」�

（『
杏
林
社
会
科
学
研
究
』
第
一
五
巻
第
一
・
二
合
併
号
、
一
九
九
九
年
）

「
全
面
的
半
直
接
民
主
制
に
関
す
る
一
考
察
」�

（『
法
学
研
究
』
第
七
七
巻
第
一
二
号
、
二
〇
〇
三
年
）

「
国
民
の
対
外
意
識
に
及
ぼ
す
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
―
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
分
析
と
パ
ネ
ル
調
査
か
ら
―
」

�

（『
年
報
政
治
学
』
第
五
六
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
五
年
）

“On a N
ew

 M
ethod for Content A

nalysis of T
V

 N
ew

s: T
he 2010 H

ouse of Councillors 
Election as an Exam

ple

”

�
Journal of Political Science and Sociology, N

o.15, 2011

「
並
立
制
の
制
度
的
影
響
に
つ
い
て
の
一
考
察
」�

（『
公
共
選
択
』
第
六
〇
号
、
二
〇
一
三
年
）

「
主
権
者
教
育
の
理
論
的
前
提
―
合
理
的
選
択
と
ナ
ッ
ジ
―
」�

（『
学
術
の
動
向
』
第
二
四
巻
第
三
号
、
二
〇
一
九
年
）
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「
重
複
立
候
補
と
結
果
と
し
て
の
死
に
票
の
救
済
」�

（『
法
学
研
究
』
第
九
三
巻
第
一
号
、
二
〇
二
〇
年
）

三
．
書
評
・
翻
訳
等

『
現
代
政
治
学
事
典
』�

（
ブ
レ
ー
ン
社
、
共
著
、
一
九
九
一
年
）

「
翻
訳
：
マ
ン
サ
ー
・
オ
ル
ソ
ン
『
国
家
興
亡
論
―
「
集
合
行
為
」
か
ら
み
た
盛
衰
の
科
学
―
』」

�

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
出
版
、
共
訳
、
一
九
九
一
年
）

「
主
権
者
意
識
を
欠
い
た
国
民
―
衣
食
足
り
て
政
治
を
忘
れ
る
―
」�

（『
改
革
者
』
平
成
四
年
一
二
月
号
、
一
九
九
二
年
）

「
書
評
：
岡
野
加
穂
留
著
『
日
本
国
に
も
の
申
す
―
絶
え
ざ
る
警
戒
こ
そ
自
由
の
対
価
―
』」

�

（『
改
革
者
』
平
成
七
年
一
〇
月
号
、
一
九
九
五
年
）

「
国
民
の
情
報
武
装
―
政
治
改
革
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
―
」�

（『
世
界
と
議
会
』
一
九
九
五
年
一
二
月
号
、
一
九
九
五
年
）

「
書
評
：
永
久
寿
夫
『
ゲ
ー
ム
理
論
の
政
治
経
済
学
―
選
挙
制
度
と
防
衛
政
策
―
』」�

（『
選
挙
研
究
』
第
一
一
号
、
一
九
九
六
年
）

「
資
料
：「
転
換
期
に
お
け
る
政
治
意
識
と
投
票
行
動
―
全
国
世
論
調
査
の
単
純
集
計
報
告
書
―
」」

�

（『
杏
林
社
会
科
学
研
究
』
第
一
二
巻
第
一
号
、
一
九
九
七
年
）

「
国
民
不
在
の
パ
ワ
ー
・
ゲ
ー
ム
は
茶
番
」�

（『
改
革
者
』
平
成
九
年
九
月
号
、
一
九
九
七
年
）

「
民
意
は
投
票
結
果
に
ど
う
表
れ
た
か
」�

（『
改
革
者
』
平
成
一
〇
年
八
月
号
、
一
九
九
八
年
）

「
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
選
挙
結
果
に
ど
う
影
響
し
た
か
」�

（『
月
刊　

自
由
民
主
』
平
成
一
〇
年
一
〇
月
号
、
一
九
九
八
年
）

「
書
評
：
公
平
愼
策
著
『
現
代
日
本
人
の
政
治
意
識
』」�

（『
選
挙
研
究
』
第
一
四
号
、
一
九
九
九
年
）

「
衆
院
の
定
数
削
減
に
つ
い
て
」�
（『
世
界
と
議
会
』
一
九
九
九
年
一
二
月
号
、
一
九
九
九
年
）

「
構
造
改
革
と
政
治
」�

（『
社
杏
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
一
八
号
、
二
〇
〇
一
年
）

「
書
評
：
森
脇
俊
雅
著
『
集
団
・
組
織
』」�

（『
選
挙
研
究
』
第
一
七
号
、
二
〇
〇
二
年
）
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「
研
究
ノ
ー
ト
：「
連
立
時
代
の
政
策
決
定
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
諸
問
題
―
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
調
査
報
告
書
―
」」

�

（『
杏
林
社
会
科
学
研
究
』
第
一
八
巻
第
三
号
、
共
著
、
二
〇
〇
二
年
）

「
書
評
：
樋
渡
展
洋
・
三
浦
ま
り
編
『
流
動
期
の
日
本
政
治
―
「
失
わ
れ
た
十
年
』
の
政
治
学
的
検
証
―
」

�

（『
選
挙
研
究
』
第
一
九
号
、
二
〇
〇
四
年
）

「
報
告
：「
日
本
の
衆
議
院
に
お
け
る
選
挙
制
度
の
改
革
を
可
能
と
し
た
諸
要
因
に
つ
い
て
」」

�

（
台
湾
政
治
大
学
主
催
「
東
亜
混
合
式
選
挙
制
度
国
際
学
術
検
討
会
」
於
：
台
湾
政
治
大
学
、
二
〇
〇
七
年
）

「
書
評
：
小
田
中
直
樹
著
『
ラ
イ
ブ
・
合
理
的
選
択
論
―
投
票
行
動
の
パ
ラ
ド
ク
ス
か
ら
考
え
る
―
』」

�

（『
公
共
選
択
の
研
究
』
第
五
五
号
、
二
〇
一
一
年
）

『
世
界
統
計
白
書
（
二
〇
一
三
年
版
）
―
デ
ー
タ
で
見
え
る
世
界
の
動
き
―
』�

（
青
木
書
店
、
共
著
、
二
〇
一
三
年
）

「
日
本
の
民
主
主
義
」�

（『
三
色
旗
』
№　
七
九
三
、
二
〇
一
四
年
）

「
日
本
の
政
治
制
度
に
お
け
る
諸
問
題
―
選
挙
制
度
を
中
心
に
―
」�

（『
三
色
旗
』
№　
七
九
四
、
二
〇
一
四
年
）

『
世
界
統
計
白
書
（
二
〇
一
四
年
版
）
―
デ
ー
タ
で
見
え
る
世
界
の
動
き
―
』�

（
青
木
書
店
、
共
著
、
二
〇
一
四
年
）

「
講
演
：「
計
量
テ
キ
ス
ト
分
析
の
す
す
め
」」

　
　
　
　
　
　
　

 

（�

慶
應
義
塾
大
学
教
養
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
講
演
会
「
情
報
の
政
治
学
」
に
お
け
る
講
演
（
於
：
慶
應
義
塾
大
学
日
吉

キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
四
年
））

『
世
界
統
計
白
書
（
二
〇
一
五
―
二
〇
一
六
年
版
）
―
デ
ー
タ
で
見
え
る
世
界
の
動
き
―
』�

（
青
木
書
店
、
共
著
、
二
〇
一
五
年
）

「
講
演
：「
選
挙
制
度
の
変
更
と
一
八
歳
選
挙
権
導
入
」

　
　
　
　
　
　
　

 

（�

日
本
政
治
総
合
研
究
所
主
催
セ
ミ
ナ
ー
「
次
期
参
議
院
選
挙
の
見
通
し
と
そ
の
後
の
日
本
政
治
」
に
お
け
る
講
演

（
於
：
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
六
年
））

「
義
務
投
票
制
で
主
権
者
意
識
を
高
め
る
」�
（『V

oice

』
平
成
二
八
年
九
月
号
、
二
〇
一
六
年
）

「
巻
頭
言
：
代
表
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
」�

（『V
oters

』
№　
三
六
、
二
〇
一
七
年
）
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「
書
評
：
岩
渕
美
克
・
岩
崎
正
洋
編
『
日
本
の
連
立
政
権
』」�

（『
選
挙
研
究
』
第
三
五
巻
第
二
号
、
二
〇
一
九
年
）

「
若
年
世
代
の
投
票
率
を
上
げ
る
に
は
？
」�

（『
三
田
評
論
』
二
〇
二
一
年
一
〇
月
号
、
二
〇
二
一
年
）

『
日
本
と
世
界
の
課
題2022

―
ウ
ィ
ズ
・
ポ
ス
トCO

V
ID

-19

の
地
平
を
拓
く
―
』�

（
時
事
通
信
社
、
共
著
、
二
〇
二
二
年
）

「
講
演
録
：「
代
議
制
民
主
主
義
の
機
能
不
全
と
カ
ウ
ン
タ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」」

�

（『
こ
と
ば
と
文
化
』
二
七
（
應
義
塾
志
木
高
等
学
校
編
））

『
日
本
と
世
界
の
課
題2023

―
歴
史
の
転
換
点
に
立
ち
、
未
来
を
問
う
―
』�

（
時
事
通
信
社
、
共
著
、
二
〇
二
三
年
）

四
．
学
会
報
告

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
及
び
民
放
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
の
内
容
分
析
」

�

（
日
本
新
聞
学
会
（
現
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
）、
共
同
、
於
：
関
西
学
院
大
学
、
一
九
八
二
年
）

「
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
分
析
と
視
聴
者
に
与
え
る
政
治
的
効
果
」

�

（
日
本
新
聞
学
会
（
現
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
）、
共
同
、
於
：
関
西
学
院
大
学
、
一
九
八
三
年
）

「
東
京
都
議
選
―
投
票
行
動
と
地
域
特
性
、
財
政
、
政
治
意
識
―
」

�
（
日
本
選
挙
学
会
地
方
選
挙
部
会
、
共
同
、
於
：
成
蹊
大
学
、
一
九
九
五
年
）

「
選
挙
報
道
・
調
査
」

�

（
日
本
新
聞
学
会
（
現
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
）
春
季
大
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
於
：
同
志
社
大
学
、
一
九
八
六
年
）

「
内
容
分
析
―
効
果
研
究
と
の
関
連
に
お
い
て
―
」

�

（
日
本
新
聞
学
会
（
現
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
）
秋
季
大
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
於
：
同
志
社
大
学
、
一
九
八
六
年
）

「
国
内
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
サ
ー
ビ
ス
と
内
容
分
析
」�（
日
本
選
挙
学
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
部
会
、
於
：
早
稲
田
大
学
、
一
九
九
二
年
）

「
情
報
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
数
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」�
（
日
本
政
治
学
会
、
於
：
大
東
文
化
大
学
、
一
九
九
三
年
）
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「
不
確
実
性
と
選
挙
に
関
す
る
公
共
選
択
論
」�

（
日
本
選
挙
学
会
方
法
論
部
会
、
於
：
明
治
学
院
大
学
、
一
九
九
六
年
）

「
報
道
と
政
治
意
識
・
投
票
行
動
」�

（
日
本
選
挙
学
会
共
通
論
題
、
於
：
椙
山
女
学
園
大
学
、
一
九
九
七
年
）

「
様
々
な
投
票
率
向
上
策
と
そ
の
効
果
」�

（
日
本
選
挙
学
会
制
度
部
会
、
於
：
学
習
院
大
学
、
一
九
九
八
年
）

「
小
泉
人
気
と
参
院
選
報
道
の
内
容
分
析
」�

（
日
本
選
挙
学
会
社
会
心
理
部
会
、
於
：
東
京
大
学
、
二
〇
〇
二
年
）

「
日
本
の
並
立
制
の
評
価
と
課
題
」�

（
日
本
選
挙
学
会
制
度
部
会
、
於
：
金
沢
市
、
二
〇
〇
三
年
）




